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－１３－ 

  令和３年９月２日（木曜日）  午前１０時 開会 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第１号 

    令和３年９月２日（木曜日）午前１０時 開議 

 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

日程第 ３ 会期決定 

日程第 ４ 同意第４号 上山市教育委員会教育長の任命について 

日程第 ５ 同意第５号 上山市教育委員会委員の任命について 

日程第 ６ 議第４３号 令和２年度上山市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ７ 議第４４号 令和２年度上山市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第 ８ 議第４５号 令和２年度上山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

日程第 ９ 議第４６号 令和２年度上山市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１０ 議第４７号 令和２年度上山市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１１ 議第４８号 令和２年度上山市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１２ 議第４９号 令和２年度上山市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

日程第１３ 議第５０号 令和２年度上山市水道事業会計決算の認定について 

日程第１４ 議第５１号 令和２年度上山市下水道事業会計決算の認定について 

日程第１５ 議第５２号 令和３年度上山市一般会計補正予算（第７号） 

日程第１６ 議第５３号 令和３年度上山市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第１７ 議第５４号 令和３年度上山市産業団地整備事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第１８ 議第５５号 上山市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定につい 

            て 

日程第１９ 議第５６号 上山市医療給付条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２０ 議第５７号 上山市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２１ 議第５８号 上山市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２２ 請願第３号 米の需給調整に関する件 

日程第２３ 請願第４号 新型コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対策を求める件 

日程第２４ 請願第５号 沖縄戦戦没者の遺骨等が含まれた土砂を埋め立てに使用しないよう国に 
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            求める意見書に関する件 

日程第２５ 特別委員会（予算・決算）の設置及び議案・請願の付託 

    （散  会） 

 

                                             

本日の会議に付した事件 

 議事日程第１号に同じ 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１５人） 

  １番   長  澤  長右衛門  議員    ２番   石  山  正  明  議員 

  ３番   佐  藤  光  義  議員    ４番   守  岡     等  議員 

  ５番   髙  橋  要  市  議員    ６番   棚  井  裕  一  議員 

  ７番   谷  江  正  照  議員    ８番   尾  形  み ち 子  議員 

  ９番   川  口     豊  議員   １０番   中  川  と み 子  議員 

 １１番   神  保  光  一  議員   １２番   枝  松  直  樹  議員 

 １３番   川  崎  朋  巳  議員   １４番   髙  橋  義  明  議員 

 １５番   大  沢  芳  朋  議員 

 

欠席議員（０人） 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

鈴  木  英  夫 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

佐  藤     毅 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

木  村  昌  光 商 工 課 長  安  田  紀  之 
観光・ブランド 
推 進 課 長 



－１５－ 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

横  戸  利  平 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

黒  田  彰  久 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  塚  原  洋  樹 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  花  谷  和  男 

農 業 委 員 会 
会 長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

 

開  会 

 

○長澤長右衛門議長 去る８月２４日告示にな

りました第５１６回定例会をただいまから開会

いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○長澤長右衛門議長 出席議員は定足数に達し

ておりますので、これより直ちに会議を開きま

す。 

 本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程第１号によって進めます。 

 初めに、今期定例会の運営について議会運営

委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長髙橋義明議員。 

〔髙橋義明議会運営委員長 登壇〕 

○髙橋義明議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る８月２７日、今期定例会の日程について

協議するため、議会運営委員会を開きました。

その結果について御報告申し上げます。 

 初めに、会期でありますが、提出議案等を勘

案した結果、本日から１７日までの１６日間と

することにいたしました。 

 次に、会期日程について申し上げます。 

 本日は本会議を開会し、明３日は休会とする

ことにいたしました。 

 ６日は本会議を開き、発言通告のあった７人
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の議員が一般質問を行うことにいたしました。 

 ７日から１６日は休会とし、この間、７日は

予算特別委員会、８日及び９日は各常任委員会、

１０日及び１３日は決算特別委員会、１５日に

議会運営委員会を予定しております。 

 １７日は最終日でありますが、本会議におい

て付託事件の審査結果について各委員長から報

告を受けた後、それぞれ議決して、第５１６回

定例会を閉会することにいたしました。 

 次に、議事日程第１号について申し上げます。 

 最初に、人事案２件についてでありますが、

それぞれ提案理由の説明の後、委員会付託及び

質疑、討論を省略して議決することにいたしま

した。 

 次に、市長提案の議案及び請願合わせて１９

件を一括議題とし、うち市長提案の議案１６件

について提案理由の説明を受けることにいたし、

そのうち９件の決算議案については、監査委員

から審査意見を求めることにいたしました。 

 その後、予算及び決算議案について、それぞ

れ特別委員会を設置してこれに付託し、その他

の議案・請願については、関係常任委員会に付

託することにいたし、本日は以上をもって散会

することにいたしました。 

 次に、６日の議事日程第２号について申し上

げます。 

 当日の本会議は一般質問でありますが、７人

の議員が順次質問を行うものであります。質問

終了後は、散会することにいたしました。 

 なお、会期日程及び議事日程の詳細は、各位

のお手元に配付のとおりであります。 

 議員各位の御協力をお願い申し上げ、以上で

報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第１ 諸般の報告 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１、諸般の報告で

ありますが、事務局長より報告いたします。 

 事務局長。 

〔金沢直之事務局長 登壇〕 

○金沢直之事務局長 諸般の報告を申し上げま

す。 

 第１、招集告示について 

 去る８月２４日、上山市告示第２１１号によ

って、令和３年９月２日、上山市議会第５１６

回定例会を招集する旨、告示されました。 

 第２、出席要求について 

 令和３年８月２４日、議第２０１号をもって

地方自治法第１２１条の規定により、市長ほか

各関係機関に第５１６回定例会に出席するよう

要求いたしました。 

 これに対し、各関係機関より回報を受理して

おります。 

 第３、監査報告について 

 令和３年５月２４日から８月１９日までの定

期監査及び例月出納検査の結果報告が参ってお

りますので、お手元に配付しております。 

 第４、健全化判断比率等の報告について 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第

３条第１項及び第２２条第１項の規定により、

健全化判断比率及び資金不足比率の報告が参っ

ております。 

 第５、教育委員会事務の点検及び評価報告書

について 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

２６条第１項の規定により、教育委員会事務の

点検及び評価報告書が参っておりますので、お

手元に配付しております。 

 第６、上山市議会報告について 
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 令和３年６月１日から８月３１日までの議会

庶務事項及び要望書をお手元に配付しておりま

す。 

 第７、会議出欠議員数について 

    議 員 定 数   １５人 

    現在出席議員数   １５人 

 以上で報告を終わります。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第２ 会議録署名議員の指名 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２、会議録署名議

員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定

により、議長において 

  ３番 佐 藤 光 義  議員 

  ５番 髙 橋 要 市  議員 

  ９番 川 口   豊  議員 

を指名いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

日程第３ 会期決定 

 

○長澤長右衛門議長 日程第３、会期決定の件

を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、先ほどの議会運営委員

長報告のとおり、本日から１７日までの１６日

間といたしたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から１７日までの１６日

間と決しました。 

 なお、会期中における諸会議の予定につきま

しては、お手元に配付いたしました会期日程表

のとおりでありますので、御了承願います。 

 重ねてお諮りいたします。 

 委員会審査等のため、本日から１７日までの

１６日間のうち、会議規則第１０条第１項の規

定による休会の日を除く３日、７日から１０日

まで、及び１３日から１６日までの９日間を休

会といたしたいと思いますが、それに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、９日間を休会とすることに決しまし

た。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第４ 同意第４号 上山市教育 

      委員会教育長の任命につ 

      いて 

 

○長澤長右衛門議長 日程第４、同意第４号上

山市教育委員会教育長の任命についてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 同意第４号上山市教育委員会教育長の任命に

ついてでありますが、来る１０月９日をもちま

して退任されます古山茂満氏の後任として、上

山市石崎一丁目７番５０の２３号、横戸隆氏を

任命いたしたいと存じますので、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規

定により、議会の同意を求めるものであります。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○長澤長右衛門議長 ３番佐藤光義議員。 
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○３番 佐藤光義議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております同意第４号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま３番佐藤光義議

員から、委員会の付託を省略されたいとの動議

が提出され、所定の賛成者がありますので、動

議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、同意第４号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。 

 ７番谷江正照議員。 

○７番 谷江正照議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております同意第４号議

案につきましては、質疑及び討論を省略される

ことを望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま７番谷江正照議

員から、質疑及び討論を省略されたいとの動議

が提出され、所定の賛成者がありますので、動

議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、質疑及び討論を省略されたいとの動

議は可決されました。 

 直ちに採決いたします。 

 同意第４号上山市教育委員会教育長の任命に

ついては、これに同意することに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、同意第４号については、これに同意

することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第５ 同意第５号 上山市教育 

      委員会委員の任命につい 

      て 

 

○長澤長右衛門議長 日程第５、同意第５号上

山市教育委員会委員の任命についてを議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 同意第５号上山市教育委員会委員の任命につ

いてでありますが、来る９月３０日をもちまし

て退任されます横澤明子氏の後任として、上山

市四ツ谷二丁目２番４１号、長藤節子氏を任命

いたしたいと存じますので、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に

より、議会の同意を求めるものであります。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○長澤長右衛門議長 佐藤光義議員。 
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○３番 佐藤光義議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております同意第５号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま３番佐藤光義議

員から、委員会の付託を省略されたいとの動議

が提出され、所定の賛成者がありますので、動

議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、同意第５号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。 

 １２番枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 この際、動議を提出

いたします。 

 ただいま議題となっております同意第５号議

案につきましては、質疑及び討論を省略される

ことを望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま１２番枝松直樹

議員から、質疑及び討論を省略されたいとの動

議が提出され、所定の賛成者がありますので、

動議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、質疑及び討論を省略されたいとの動

議は可決されました。 

 直ちに採決いたします。 

 同意第５号上山市教育委員会委員の任命につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、同意第５号については、これに同意

することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第６ 議第４３号 令和２年度 

      上山市一般会計歳入歳出 

      決算の認定について外 

      １８件 

 

○長澤長右衛門議長 日程第６、議第４３号令

和２年度上山市一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてから日程第２４、請願第５号沖縄戦戦没

者の遺骨等が含まれた土砂を埋め立てに使用し

ないよう国に求める意見書に関する件まで、計

１９件を一括議題といたします。 

 この際、日程第６、議第４３号議案から日程

第２１、議第５８号議案まで、提案理由の説明

を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 最初に、議第４３号から議第４９号までの令

和２年度上山市一般会計及び各特別会計歳入歳

出決算の認定について御説明申し上げます。 
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 各会計の決算の認定につきましては、決算書

と併せて監査委員の決算審査意見書及び令和２

年度主要施策の成果説明書を提出しております

が、決算の大要につきましては会計管理者から

説明申し上げますので、よろしく御審議の上、

認定くださるようお願いいたします。 

 次に、議第５０号令和２年度上山市水道事業

会計決算の認定についてでありますが、同様に、

決算書と併せて監査委員の決算審査意見書及び

令和２年度主要施策の成果説明書を提出してお

ります。その概要は、経営活動に関する収支に

おいては、水の安定供給と健全経営に努め、２，

８００万５，７０７円の純利益を上げておりま

す。 

 また、水道施設の建設改良などに関する資本

的収支においては、収支差引２億１，０１６万

４，５１９円の不足額を生じましたが、過年度

分及び当年度分損益勘定留保資金で補塡したと

ころであります。 

 次に、議第５１号令和２年度上山市下水道事

業会計決算の認定についてでありますが、同様

に、決算書と併せて監査委員の決算審査意見書

及び令和２年度主要施策の成果説明書を提出し

ております。その概要は、経営活動に関する収

支においては、生活環境の向上と公共用水域の

水質改善及び健全経営に努め、３，６９３万８，

５９９円の純利益を上げております。 

 また、下水道施設の建設改良などに関する資

本的収支においては、収支差引３億４，５４８

万３，４６８円の不足額を生じましたが、当年

度分損益勘定留保資金で補塡したところであり

ます。 

 以上、決算の概要について申し上げましたが、

よろしく御審議の上、認定くださるようお願い

いたします。 

 次に、議第５２号令和３年度上山市一般会計

補正予算（第７号）についてでありますが、今

回の補正予算は、凍霜害の被害を受けた農業者

を支援する経費や市債の繰上償還に要する経費

など、早急に予算措置を必要とする事業につい

て計上するもので、歳入歳出それぞれ１０億２，

８００万円を追加し、予算の総額を１６０億９

００万円とするものであります。 

 歳入につきましては、国庫支出金、県支出金、

繰入金、繰越金をそれぞれ増額し、分担金及び

負担金を減額するものであります。 

 歳出の主なものを申し上げますと、２款総務

費では、マイナンバーカードの交付申請の増加

に対応する経費を計上するものであります。 

 ３款民生費では、県と連携して実施する保育

料無償化に向けた段階的負担軽減に要する経費

のほか、冬期間の生活支援策として、低所得の

高齢者世帯などに灯油購入費等を助成する経費

などを計上するものであります。 

 ４款衛生費では、保健センターのトイレ改修

などに要する経費のほか、蔵王飲料水供給施設

の管路更新に要する経費を計上するものであり

ます。 

 ６款農林水産業費では、凍霜害により被害を

受けた農業者に対して県と協調して支援する経

費のほか、ワイン用ブドウの生産施設の整備に

対する補助金などを計上するものであります。 

 ９款消防費では、老朽化した消火栓の更新に

要する経費を計上するものであります。 

 １０款教育費では、西郷第一小学校の南小学

校への統合に伴い、南小学校用体育着の購入に

対する補助金を計上するものであります。 

 １２款公債費では、市債の繰上償還に要する

経費を計上するものであります。 

 次に、議第５３号令和３年度上山市介護保険
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特別会計補正予算（第１号）についてでありま

すが、国庫支出金等の精算返還金を計上するも

ので、歳入歳出それぞれ６，８００万円を追加

し、予算の総額を４３億１，２００万円とする

ものであります。 

 次に、議第５４号令和３年度上山市産業団地

整備事業特別会計補正予算（第１号）について

でありますが、かみのやま温泉インター産業団

地の分譲収入を財源として、市債の繰上償還を

行うもので、歳入歳出それぞれ２億８，４４０

万円を追加し、予算の総額を６億２，１４０万

円とするものであります。 

 次に、条例等の議案について御説明申し上げ

ます。 

 初めに、議第５５号上山市固定資産評価審査

委員会条例の一部を改正する条例の制定につい

てでありますが、押印を求める手続の見直しに

伴い、必要な改正を行うため提案するものであ

ります。 

 次に、議第５６号上山市医療給付条例の一部

を改正する条例の制定についてでありますが、

山形県医療給付事業補助金交付規程の一部改正

に伴い、必要な改正を行うため提案するもので

あります。 

 次に、議第５７号上山市営住宅条例の一部を

改正する条例の制定についてでありますが、罹

災した金生住宅の一部を廃止するため提案する

ものであります。 

 次に、議第５８号上山市立学校設置条例の一

部を改正する条例の制定についてでありますが、

上山市立西郷第一小学校を廃止するため提案す

るものであります。 

 以上、提案理由の大要について御説明申し上

げましたが、各議案の詳細につきましては、関

係課長から説明申し上げますので、よろしく御

審議の上、御可決くださいますようお願いいた

します。 

○長澤長右衛門議長 会計管理者。 

〔武田 浩会計管理者 登壇〕 

○武田 浩会計管理者 命によりまして、令和

２年度上山市一般会計及び各特別会計における

歳入歳出決算の大要について御説明申し上げま

す。 

 説明に当たりましては、各会計ごとに主な内

容について申し上げます。 

 初めに、一般会計の歳入について申し上げま

すので、決算書の７ページ、８ページをお開き

願います。 

 歳入合計におきましては、調定額２０１億３，

４１１万２，８９５円に対し、収入済額は１９

７億７，４１９万１，８９２円で、不納欠損額

は６８９万４，６７７円、収入未済額は３億５，

３０２万６，３２６円となっておりますが、不

納欠損額は１款市税、収入未済額は１款市税、

１３款分担金及び負担金、１４款使用料及び手

数料、２１款諸収入によるものであります。 

 次に、一般会計の歳出について申し上げます

ので、１１ページ、１２ページをお開き願いま

す。 

 歳出合計では、支出済額は１８７億６，００

０万５，６６０円、翌年度繰越額は６億７，９

７５万２，０００円となっておりますが、これ

は２款総務費、４款衛生費、６款農林水産業費、

７款商工費、８款土木費、９款消防費、１０款

教育費であり、年度内完了ができない事業につ

いて、令和３年度に繰り越したことによるもの

であります。 

 不用額は９億５，３１０万１，３４０円とな

っております。これは、主に２款総務費、３款

民生費、４款衛生費、７款商工費、８款土木費、
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１０款教育費などによるものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 この結果、歳入歳出差引残額は１０億１，４

１８万６，２３２円となりましたが、うち５億

８，０００万円を基金に繰り入れ、残額を令和

３年度に繰越ししたものであります。 

 次に、一般会計の実質収支について御説明申

し上げますので、３００ページをお開き願いま

す。 

 実質収支に関する調書でありますが、こちら

は千円単位となっております。 

 歳入歳出差引額１０億１，４１８万６，００

０円から翌年度へ繰り越すべき財源である繰越

明許費繰越額４，９０７万３，０００円を差し

引き、９億６，５１１万３，０００円が実質収

支額となっております。 

 なお、各特別会計の実質収支に関する調書を

次のページから記載しております。翌年度へ繰

り越すべき財源がある特別会計につきましては

後ほど御説明いたしますが、その他の特別会計

の説明につきましては省略させていただきます

ので、御了承くださるようお願いいたします。 

 次に、特別会計の決算について御説明申し上

げますので、決算書にお戻りいただき、１５ペ

ージ、１６ページをお開き願います。 

 国民健康保険特別会計について申し上げます。 

 歳入合計では、調定額３６億４，１４５万８，

９３３円に対し、収入済額は３５億３，７９６

万６，４３２円で、不納欠損額は１，０５６万

８，０６７円、収入未済額は９，２９２万４，

４３４円となっておりますが、これは１款国民

健康保険税によるものであります。 

 １９ページ、２０ページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は３４億２，８７２

万７，５８６円で、不用額は１億１２７万２，

４１４円となっておりますが、これは主に１款

総務費、２款保険給付費、５款保健事業費など

によるものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は１億９２３万

８，８４６円となり、全額を令和３年度に繰越

ししたものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、農業集落排水事業特別会計について申

し上げますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額、収入済額ともに１億

７，３２７万２，４２３円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は１億６，９９０万

４，６５６円、不用額は３０９万５，３４４円

となっております。 

 この結果、歳入歳出差引残額は３３６万７，

７６７円となり、全額を令和３年度に繰越しし

たものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、介護保険特別会計について申し上げま

すので、２７ページ、２８ページをお開き願い

ます。 

 歳入合計では、調定額４０億３，２５３万３，

３０２円に対し、収入済額は４０億２，１９０

万７，１４８円で、不納欠損額は２１７万９１

３円、収入未済額は８４５万５，２４１円とな

っておりますが、これは１款保険料によるもの

であります。 

 なお、収入未済額につきましては、２款使用

料及び手数料の還付未済額を引いた額となって

おります。 

 ３１ページ、３２ページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は３８億９，２０５
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万４，８１７円で、不用額は１億６，４４４万

５，１８３円となっておりますが、これは主に

１款総務費、２款保険給付費、４款地域支援事

業費などによるものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は１億２，９８

５万２，３３１円となり、全額を令和３年度に

繰越ししたものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、浄化槽事業特別会計について申し上げ

ますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額１，８０５万５，５５

２円に対し、収入済額は１，８０１万３，８６

２円で、不納欠損額はなく、収入未済額は４万

１，６９０円となっておりますが、これは１款

使用料及び手数料によるものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は１，７１６万２，

７８１円、不用額は１４３万７，２１９円とな

っております。 

 この結果、歳入歳出差引残額は８５万１，０

８１円となり、全額を令和３年度に繰越しした

ものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、後期高齢者医療特別会計について申し

上げますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額４億３，５６２万６２

４円に対し、収入済額は４億３，４３８万３，

０２４円で、不納欠損額は１０万６，２０４円、

収入未済額は１１３万１，３９６円となってお

りますが、これは１款後期高齢者医療保険料に

よるものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は４億３，３４５万

７，８２８円、不用額は２，９５４万２，１７

２円となっておりますが、これは主に２款後期

高齢者医療広域連合納付金、５款予備費などに

よるものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は９２万５，１

９６円となり、全額を令和３年度に繰越しした

ものであります。 

 翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支も同額でございます。 

 次に、産業団地整備事業特別会計について申

し上げますので、次のページをお開き願います。 

 歳入合計では、調定額、収入済額ともに１億

７，２９０万１，８６１円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 歳出合計では、支出済額は１億７，２８６万

８６１円、翌年度繰越額は２５４万１，０００

円となっておりますが、これは１款産業団地整

備事業費で、年度内完了ができない事業につい

て令和３年度に繰越ししたことによるものであ

ります。 

 不用額は３，４２３万５，１３９円となって

おりますが、これは主に１款産業団地整備事業

費などによるものであります。 

 この結果、歳入歳出差引残額は４万１，００

０円となり、全額を令和３年度に繰越ししたも

のであります。 

 次に、産業団地整備事業特別会計の実質収支

について御説明申し上げますので、３０６ペー

ジをお開き願います。 

 実質収支に関する調書でありますが、こちら

は千円単位となっております。 

 歳入歳出差引額４万１，０００円から翌年度

へ繰り越すべき財源である事故繰越し繰越額４

万１，０００円を差し引き、実質収支額はゼロ

円となっております。 



－２４－ 

 続きまして、財産に関する調書について御説

明いたしますので、３０７ページ、３０８ペー

ジをお開き願います。 

 初めに、公有財産における土地及び建物につ

いてでありますが、（１）土地及び建物の総括

で申し上げます。 

 土地につきましては、行政財産と普通財産の

合計で、決算年度末現在高は５９５万８，５８

１．２９平方メートルとなっております。 

 建物につきましては、木造と非木造を合わせ

た行政財産と普通財産の合計で、一番右の欄に

ありますように、決算年度末現在高は１３万６，

７８１．８９平方メートルとなっております。 

 次のページをお開き願います。 

 （２）山林の面積につきましては、決算年度

末現在高は４７８万４，９９７．５８平方メー

トル、立木の推定蓄積量の決算年度末現在高は

１５万２，５０４．２３立方メートルとなって

おります。 

 次に、（３）有価証券の株券につきましては、

決算年度中の増減はなく、決算年度末現在高の

合計は５億４，４６７万６，５００円となって

おります。 

 次に、（４）出資による権利の出資金であり

ますが、決算年度中の増減はなく、決算年度末

現在高の合計は１，８２６万円となっておりま

す。 

 ３１０ページを御覧願います。 

 出捐金につきましては、決算年度中の増減は

なく、決算年度末現在高の合計は１億２，２５

６万円となっております。 

 次に、（５）物権の引湯権につきましては、

決算年度中の増減はなく、決算年度末現在高は

６４万２，０００円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 このページから３１４ページの物品につきま

しては、取得額または評価額が５０万円以上の

重要物品について記載しております。 

 決算年度中における取得件数は８件、廃棄等

の件数は２２件ございました。決算年度末現在

高は記載のとおりでありますので、御参照いた

だきたいと存じます。 

 ３１５ページ、３１６ページをお開き願いま

す。 

 基金につきましては、主な基金の決算年度中

増減高と決算年度末現在高について申し上げま

すが、千円単位となっております。 

 財政調整基金は、２億９，３０５万８，００

０円の増で１５億５，４９６万１，０００円に、

国民健康保険基金は、７，２６８万９，０００

円の増で１０億６，０７９万６，０００円に、

減債基金は、２億４，２０３万４，０００円の

増で３億９，２１６万６，０００円に、介護給

付費準備基金は、５，０００万６，０００円の

増で３億２，４１５万３，０００円に。 

 ３１６ページを御覧願います。 

 ふるさと納税基金は、１１万１，０００円の

増で６億１１６万４，０００円に、公共施設等

保全整備基金は、２億５，０００万８，０００

円の増で３億８，０００円に、森林環境譲与税

基金は、５９５万８，０００円の増で６９９万

５，０００円に、新型コロナウイルス感染症対

策金融支援基金は、令和３年３月１７日に新設

され、１億２，０００万円を新たに積立てした

ものであります。奨学金貸付基金は、合計で申

し上げますが、２２万４，０００円の増で、決

算年度末現在高は１億７，５６１万９，０００

円となっております。 

 現金、貸付金、未収金の内訳は記載のとおり

であります。 



－２５－ 

 その他、記載の基金につきましては御参照い

ただきたいと存じます。 

 以上で、令和２年度上山市一般会計及び各特

別会計における歳入歳出決算の大要について説

明を終わりますが、よろしくお願い申し上げま

す。 

○長澤長右衛門議長 次に、ただいま議題とな

っております議案のうち、令和２年度上山市一

般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決算

及び各事業会計決算の認定に関し、監査委員の

審査意見を求めます。大和啓監査委員。 

〔大和 啓監査委員 登壇〕 

○大和 啓監査委員 令和２年度上山市一般会

計及び特別会計歳入歳出決算、基金の運用状況

並びに上山市水道事業及び下水道事業会計決算

についての審査意見を申し上げます。 

 詳細につきましては、皆様にお配りしており

ます資料で詳しく述べておりますので、その概

要について申し上げます。 

 審査結果につきましては、各会計の決算及び

基金の運用状況を示す書類は、関係法令に準拠

して作成されており、歳入歳出その他関係諸帳

票を審査した結果、計数は正確で、予算の執行

についてもおおむね適正であると認められます。 

 一般会計と特別会計を合わせた総計の決算は、

歳入歳出予算現額２８８億４，３５９万６，０

００円に対し、歳入が２８１億３，２６３万７，

０００円、歳出が２６８億７，４１７万４，０

００円となりました。歳入歳出差引額は１２億

５，８４６万２，０００円で、翌年度へ繰り越

すべき財源を控除した実質収支は１２億９３４

万８，０００円の黒字となりました。 

 初めに、一般会計について申し上げます。 

 歳入決算額は１９７億７，４１９万２，００

０円で、歳出決算額は１８７億６，０００万６，

０００円で、歳入歳出差引１０億１，４１８万

６，０００円の決算剰余金は、減債基金に積立

てを行うほか、翌年度に繰越しされております。 

 歳入は、前年度より４２億７，６３０万３，

０００円増加し、主に、新型コロナウイルス感

染症対策に係る特別定額給付金事業費補助金等

国庫支出金などで増えております。 

 市税は、コロナによる影響などで収入済額、

収入率ともに前年度よりも下がりました。個別

のきめ細やかな対応等により、適切な債権管理

と未収金の解消に向けた一層の努力を望むもの

であります。 

 ふるさと納税寄附金は、前年度より８８．

４％増の２０億３，３１９万３，０００円と大

幅に増加しました。高い評価を得ている返礼品

もあり、今後とも本市の魅力を発信しながら推

進していただきたいものです。 

 歳出は、前年度より４０億８１０万９，００

０円増加し、主に、コロナ感染症対策に係る特

別定額給付金などの総務費、コロナの経済対策

関連の補助金などの商工費で増加しております。 

 決算年度末における市債現在高は、１６４億

２，６１６万６，０００円で、繰上償還等によ

り前年度より７億９，１０２万９，０００円、

４．６％減少しました。３年連続の減少ですが、

今後も計画的な市債の管理に努める必要がある

と考えます。 

 普通会計における財政指標を見ますと、経常

収支比率が前年度から１．８ポイント下回った

ほか、財政力指数、実質公債費比率ともに改善

傾向が続いています。今後も歳入の確保と効果

的な市債の繰上償還を実施するなど、将来を見

据えた財政運営に配慮されることを願うもので

す。 

 次に、特別会計について申し上げます。 



－２６－ 

 特別会計は、下水道事業が公営企業会計に移

行して６会計となり、その合計の決算額は、歳

入が８３億５，８４４万５，０００円、歳出が

８１億１，４１６万９，０００円で、前年度と

比較し、歳入が１４．７％、歳出が１４．４％

減少しております。 

 国民健康保険特別会計においては、保険給付

費などが増加しており、本市の１人当たり医療

費は依然として高い水準にあることから、引き

続き医療費抑制のための事業の推進に努めてい

ただくよう願います。 

 介護保険特別会計においては、居宅介護サー

ビス等が減少したことで保険給付費は減少して

おり、今後も予防事業の充実に努めていただき

たいものです。 

 次に、資産及び基金についてですが、適正に

管理、運用されていることを認め、引き続き計

画的な執行と運用をお願いします。 

 なお、積立基金の年度末現在高は、減債基金、

財政調整基金等への積み増しと新たに設置した

基金により、前年度比で１０億３，３８９万４，

０００円増加し、４４億５，９２４万円となり

ました。 

 続きまして、水道事業会計について申し上げ

ます。 

 当年度の水道事業は、前年度と比較し、給水

人口、有収水量、有収率が減少しています。健

全な事業運営のため、引き続き漏水対策等の強

化に努め、有収率の向上を図っていただきたい

ものです。 

 純利益は２，８００万６，０００円で、前年

度より増益となりましたが、営業収支比率は９

８．７％で営業費用が営業収益を上回りました。 

 今後、企業債償還額の増加などにより、厳し

い経営状況が続くと見込まれます。引き続き、

長期的な計画により業務改善や有収率向上等、

経営健全化を図っていただきたいものです。ま

た、全国で自然災害が多発しており、市民生活

を支えるライフラインとして、災害に強い水道

事業の継続に努めていただくよう願います。 

 次に、当年度から公営企業会計に移行した下

水道事業について申し上げます。 

 当年度純利益は３，６９３万９，０００円の

黒字となりましたが、企業債の年度末残高は６

２億４，６４８万円で、年度当初よりも増加し

ております。 

 供用開始から約４０年が経過し、今後、施設

全般の改築、更新費用の増加など、経営状況が

厳しさを増すことが見込まれます。公営企業化

の強みを生かし、的確に状況を把握し、経営健

全化に努められるようお願いいたします。 

 次に、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律により算定した令和２年度健全化判断比率

及び資金不足比率について申し上げます。 

 審査に付された比率並びにその算定の基礎と

なる事項を記載した書類は、いずれも法令等に

準拠して作成され、その結果は適正であるもの

と認められました。 

 各比率は該当なし、または基準を下回り、良

好な状態にあると認められます。 

 以上、令和２年度の各会計における決算等に

ついての審査概要を申し上げました。 

 令和２年度は第７次振興計画後期計画の初年

度でありましたが、新型コロナウイルス感染症

による市民生活、市内経済への影響が長引き、

多くの事業が延期、中止を余儀なくされました。

本市では、早い段階から市民の安全安心のため

感染防止対策に取り組むとともに、各業界に対

して幅広く経済支援対策を実行して支援してき

ました。 



－２７－ 

 コロナにより景気が先行き不透明な状態にあ

りますが、市民の安全安心を第一義にしながら、

社会情勢を的確に判断し、第７次振興計画後期

基本計画事業をはじめ、先々を見据えた各種施

策を着実に実行されるよう要望しまして、監査

所見といたします。 

○長澤長右衛門議長 これより総括質疑となり

ますが、通告がありませんので、総括質疑はな

いものと認めます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第２５ 特別委員会（予算・決 

       算）の設置及び議案・ 

       請願の付託 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２５、特別委員会

の設置及び議案・請願の付託についてでありま

す。 

 ６番棚井裕一議員。 

○６番 棚井裕一議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております予算議案３件

は、全議員をもって構成する予算特別委員会を

設置の上、これに付託し、また、決算議案９件

は、全議員をもって構成する決算特別委員会を

設置の上、これに付託し、それぞれ審査される

ことを望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま６番棚井裕一議

員から、予算議案３件は、全議員をもって構成

する予算特別委員会を設置の上、これに付託し、

また、決算議案９件は、全議員をもって構成す

る決算特別委員会を設置の上、これに付託し、

それぞれ審査されたいとの動議が提出され、所

定の賛成者がありますので、動議は成立いたし

ました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、予算及び決算議案については、それ

ぞれ予算及び決算特別委員会を設置の上、これ

に付託し、審査されたいとの動議は可決されま

した。 

 正副委員長互選のため、暫時休憩いたします。 

    午前１０時５６分 休 憩 

                  

    午前１０時５７分 開 議 

○長澤長右衛門議長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 予算及び決算特別委員会の正副委員長の互選

をお願いいたしました結果、予算特別委員会委

員長に中川とみ子議員、副委員長に川崎朋巳議

員、また、決算特別委員会委員長に大沢芳朋議

員、副委員長に谷江正照議員がそれぞれ互選さ

れた旨の通告がありましたので、御報告申し上

げます。 

 なお、予算、決算以外の議案・請願について

は、お手元に配付いたしました付託表のとおり

所管常任委員会に付託いたします。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

        散  会 

 

○長澤長右衛門議長 以上で本日の日程の全部

を終了いたしました。 

 これをもって散会いたします。 

 御苦労さまでした。 



－２８－ 

    午前１０時５８分 散 会 

 

 


